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グライデイングパラシュートを利用した回収システム

I j':術科学fJJ]究所中島 俊

))1.イCY'I山lIfの S -520"jl.! ロケソトの刷収には，

由~.t(l~J なコニカノレノ、ランユー l を平11111 して ;1，.jillL•

M 卜に t''1 10m/ s のi生l主でri水させるJ;式がJね II さ

れている。コニカルハランユート Ii. そのlJU止I止

に於ける特刊はいろいろ研究解明されているが.

中に [ul以却を必要な速度まて'減速させる ι!( しかで

きない。

S~520 11j'!ロケ γ! の lui収却は句 ノミナルな軌道

を飛糊すると句射 Iii より {/J2001\1I1雌れた!IIi I に治下

する。 JJl.{，これを ilrj 上て'1111収するために.まずセ

スナ機による岐本によリ 1111収泌を iun. ヘリコ

ブタにより ifli上よリつリ上げているが.帆J庄が風

:干の影74iでノミナ Jレ軌道からすれた場合. J)I.{, 使

用している IJiII付で松山刊 i止を 1-i1 るへリコ 77 を

平11111 して L. J.北上品での [III収門業の後:七住にlベると，

叫燃料 ""II ::.'りの状態になってしまう。

そこで. "-'I似 11 業をいかに安令に余裕を引って

1と Ii できるかとい，.ドを 4 えているわけであるが.

その-- }jtょとして.グライデイノグ，、ラ/.:J.ート

{あるいは，、弓ブオイルと ， 1' h J.l ているむの)を

供，I在 L. ハランユー卜の#ミを引っぱったり絞めた

りする ι!(によって r、ラシュートの11~1 i を:Iil Jj，同l し.

官池か円なるべく近くの出|の折'えした[ul収減;~

Jが1与するという 'I';;)ず与えりれる，このよっ主ンス

テムがI::'J 5t されれば.セスナ機による山本は小裂

となり .s'N佐から比較的j!i: l、i/li l で. JJl.{，{宙開し

ているへリコ 77 より小引のもので. lui以泌を lui

ij:/.する。j(ができるわけである
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。 迎角(度) 10

迎角に対するし /D の変化 (Q 動圧)

ンボジエント機の LID は 15-20 桂皮と言われてい

る。更に奥の断面形状(典型)の LID が大きけれ

ば，全体の LID も大きくなるであろう。グライデ

イングパランユ トは、航空機のようなリジ y ド

な輿ではなし一枚の 7 レキシブノレな布のスパン

hlr リの何ヵ所かに.パランユ トが附傘した時に

興型を形成する整流板(これもリジッドな板では

なくーフレキンプノレな布ではあるが)が取付けら

れたコンフィギュレ ションを令している。

米 Itl の文献には.し 10= 8 のタライデイングパ

ランユー卜を使えは '20kmf~ 皮の高度から物を ifr と

して 160km 限度水平方 [flJ に移動させ.政後は失速さ

せる事て"速度事て ;'~~'f! 也させる司旬、可能であるとの

記述があるが.最近の NASA のレポート (NASA

CR-177563) によれば Ames の36m X24m のテ

ストセクションを有する胤 il'l を使用した括モデノレ

(狽張長= 6m , スパン =18m) とー治モデノレ尖

験でl!} られた LIDは2.4-2.1 である(付閃参附)。

グライディングパランユートは，最近日本でも

若者連の聞でスポーツとして楽しまれており，テ

レビ等でも，航空域あるいは高い山や丘から，制

長い "II鉾型のパランユートでllitぴ下りる姿を御覧

になった事のある方も多いのではないかと思う。

米国等では.スポ-"J としてだけではなく一一あ

るいはこちらが主流なのかも知れないが 市や

NASAが，物資あるいは兵器の空中からの降下や，

ブ スタ等の回収を目的として研究を進めている。

グライディングパランユ トを利用する主な目

的は， コニカノレパラシュー卜が単に減速を目的と

しているのに比して，水平に長い距縦を飛行させ

て誘導 L，指定した主あるいは小さな領域迄到達

させる事にある。

さて，このグライディングノマランユート也l収ン

ステムを笑現する Jてて凶の技術謀旭J を与えてみると，

以下のものが挙げられる。

l 長い距離を水半に飛行させるためには.グ

ライデイングパラシュートの均カと抗力の

比(似抗比し/D) を大きくする必要がある。

2 ，指定した点.あるいは領域に誘導するため

には， グライディングノとランユー卜の制御

特性(索を引っぱったり緩めたりして，続

四，失速等をさせた l時の特性)を犯J時 L ，

望ましい特'1'1 を備えたものにする必要があ

る。

3 ロケット目白例都に収6するため，小さく jii'

りたため，悦;示てdある'*が望ま L' 、。

これ等的中で一帯.ill要なのは，やはり LIDの大

きな軽量のグライデインタパランユートを開発す

る事であり， :1，1)御はそれに対して最適な}J式を採

附する圭I'で対処する'*になるであろう。

グライデイングパラシュー|は， !I'j 体の1J!，~い 7

レキンブノレな興だけの航空機と言え.34のートに 'k;

によってベイロードがつり下げられる。人聞がペ

イロードの場合は千を使って号、を I] I つばったり絞

めたりするが，無人的場合は，誹ミの悲引 解放機

構が同般の機能を持つ$にする。

翼のLIDは.一般には興の縦償比(アスペクト

比)が大きいほど大きくなりー現杭是正h'l'のジャ
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将来ミ y ンョンに備えて.このような研究を始

めたわけではあるが，現杭五li用中の回収ンステム

の{首相刊を tげるという 1(11 での努力も.決して忘

れたわけではない。(なかじまーたかし)

的なさEヵ tift当の他に，井;をづ|っぱったり緩めたり

した時の特性，失速特性等を計測する。又，それ

に引き続き，戸外でへリコプタからの落下・開傘

制御実験を尖施する予定であり，実験に適した

場所の調査士写も行っている。

グライディングノ守ラシュートはもとより，ノマラ

ンユートに関する研究者は. 日本に於る字iii研の

小さなグループを含めて世界でも数少ないが，パ

ランユート等を使用した減速ンステムは.将来の

惑J{探有等では必ず必要となって来る技術であリ，

この方面ーの研究者の育成も大事であると巧えてい

そして，民間にスポーツ用として山回っているグ

ライディングJごラシュートのLIDは 3 位皮との

:J手である。

LID を大きくするためのアプロ一千としては.

アスペクト比を大きくする他に，開傘した時の絞

iJii.似の形状を， LIDの大きな泌塑になるようにす

れば良いように忠われるが， I) ジ y ドな翼のよう

にはなかなかうまく行かないようで.このあたり

は試行錯誤(トライアル・アンド・エラー)で行

くより他になさそうである。

いずれにせよ司宇宙研でも将来の回収作業の効

率化を目指して. グライディングパラシュート的

研究を始めようとしている。そして，そのまず第

一歩として，グライディングバランュートの主力

特性のデータを仰るために，近々.風洞実験を行

ヲ 'I';になっている。使用するモデルは，興恨長1. 3

m ，スパン 3m程度の小さなものであるが，全般

お知らせ班……………………躍す

「第 11 回宇宙科学講演と映画の会」

円時平成 4 年 5 月 9 日 ill

場所沖凶ホール( T 駄ヶ谷駅前)

講演 1 太陽7 レアの謎をさぐる

字前科学研究所教授小川!Ji'~泌lり1

2. 宇宙幡造物の世界

宇宙科学研究所教校三浦公亮

映幽 I. M-3S lI -6 号機/ょうこヲ

2. WelcometoISAS

相模原キャンパス一般公開のお知らせ

H時平成 4 年 7 月 25 日 ill

場所字 Hi 科学研究所

l悶合わせ先 管理部 3庶務課企副・広報係

0427(51)3911 (内 2205)

*教官人事異動

,..骨年月日 氏名 '‘ II "項 現(Ie) .・
{斯肉界径}

4.4. I 山..符:t 共通....鱒究系助殺後 撃'"衝突系助手

(銀 周}.否問 " 宇宙圃僻究系助手

" "，;・" ~~弘樹党系勘平

M 平木鴻儒 μ ステム研究糸助千

" 同'M HL'It 下刷愉"研究糸助φ

M 向 1量保雄 子宙催地研究系動予

• 村 BI複を it<.'il.困r;ffll 竿僚究系助手

"令年月日 民各 '‘働.項 現(IS) ・R・
{告書 径}

4..t.1 岩間彬 能代ロ句r -~ ~爽殿場長 有宙催準舗1t，f.f1綬

(j骨院の期間 1.:. ..，.1&; 6 年

3JIll 日まで}

• 丙凶... ド宙何学資的解析-t=:.-I-a k隠系プラズマ繍究系段綬

'"十If:の1UI1t11 1 J; 4 lJ: 6 年

:I11:1] 日まで)

(併径綱織)

" 。会隠';L股 能代ロケ γ トリ民蛾場長 y ステ 4 “従来政佼

(客員錫門}

ｷ降φ二敏 II 子市 I園紛党系段段 仇 bltlJ，;字恩学郡段授

ｷ，* if:博 F宙圃‘再発系動段段 k.医大学寝字..動段綬

ｷ伝4ド他 よ周*-プラズマ偏lt'民"綬 京10k字紐高婚制["備交

センタ一段授

" "谷口$ k陪*-プラズマ研究*-，的段段 神戸大句作工学協働敏段

" k家寛 感民側'"匹敏綬 東北大学理年飾Ii綬

• 中滞d可:青 J$ J1t‘野党系助教授 Jti-lt大学埋~f:，'IlI助教綬

" ドサ II' If !l\以僻究系教授 神戸大句炉型理学m1flJ:K1

" IJI IlI功夫 ~!i・僻究系勘Ii綬 t，占船大学理乍郎助教段

ｷー円F武五 共通共健婦究'>'Ii授 同立"文ず.t温度災史学併

究系Ii授

ｷ加轟陽子 共通"..冊究，>，助敏信 ，u.合“学研究何時傾>t

企画情躯セν タ 周防..按

" 川戸住 共通j時健研究糸敏綬 東京大学"I医学徳般傍

' 西川一八 共通"..術党議助微段 東京工a露大惨"命寝1仁乍

"'助敏授

" 何本可I ll< 共過'"随冊究系...受 A fli. A~ r. f理学郎教授

" It. J 允 共通必健僻究糸助教侵 [!J立天文台電波"文字副作

x糸助'.d~

ｷt見ぬ誠 :"'A，テム碕従来aω 横浜市立大学.哩学修教信

{事目敏綬}.河崎行薪 y ステム研究*-認師 師三..化，.生命"乍僻究

1 1; H助敏綬} 所主任碕究開

J・ 小休II値 宇宙推進僚党系敏筏 '"緩大学梅這I:'7-~院佐段

J・ 村上iF.録 f: ili推ill僻究4民動..侵 Roil).;'"情造工.7-If..IJltJ.授

j噌 土'"何 II こ判釘保ln 乍側究系教関 大阪大学I"f.ftI\教佼

" 荷主辺直行 j':ili保~工"r研究系訴師 東京郎立科学校術大学工

{守~rUJJ数段) 'r- R~助位校

ｷ刈tt通J; 働盤固r，m工学側徒系敏綬 到底M 人;'7 I 令部位授

" Ii;*俊夫 相崎単';OJ工字研究最助"授 誕百;{:k'詐工"節附属縫合

;;t，貧弱動..綬
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発令年Aa 氏名 '‘.. .嘆 現 (18) ‘・
1.1. I 尚4ド+..1:1‘ '"‘，'~:1II 1 乍僻]l;:~民 r，校 取司巨大 1円低It術暢光局

鮒楯機能五レクトロユタ

ス研究セ J タ段段. "川俊k盆 itl~~応tll17偏R:R-JJJll陪 取w: k.?: た繍n字?を愉僻

'~セシタ的段段

同 紘4 ・世 'f: llill令w料解附セ，タ ".m;人守男宇都1'<'"
一段段

-J食料STRO-D姿勢系総合試験
問時A引 I ASTRO-Dの姿勢系向性能を雌認

恒明 日干価する総合試験は f:1i JI~ 組立ぷ
験室 (M科、 7 I) ーノルーム)隣町衛星制御系ぷ験

室に i，'iM.;式験肘のー幅hlul転テープルを設置し.ジ

々イロをそのよにおいて行われた。一次哨み合わ

せ試験の終了した也後の 12H2HI から一部の作業

を開始し。年が|井lけた IH6 日より本飾的なぷ験

にはいった。安勢系作コンポーネントのJ，t 本 (I'l;立

機能チェックがIlii，入行われた 1丸それらを組み介

わせた各卜f!動 11 モードの動作的認とその刊能の評

Iifliが行われた。あくまで.各アクチュエ-7'ーの

fリJ きから試験 III ハソコ/て寸前長の重JJ きを悦J財 I' ~)

発令写月白 氏名 異動司陣項 現 (18) ・E・

~. 4. I 崎よ事 t伺 j'ilill'i'先制附伊 r ot:;...タ Y'I"~ 人'fft'r 飾助教授

助"'"
II ・"週履)

" 札1II~1l '!(rl:I 斗 3 Jl31 1:l自民リ作 ド山候温情克長問 7

.'により退‘した

(認 a ,
-l :I.31 必Jt it'史 ~，.背広 λ? 工?思 M J えすム偏光嘉納1'<'受

1...その動きを作純センサ には疑似入力として

いれて.その結Jlとから i前原椛載姿勢制It卸 III コンビ

ュータの n~ す制御前号をアクチュエーターに人 7l

するという疑似 (I'l な I!i- J Iレ プの式験であったが.

できる限リ.れコンポーネントの動きのIll I係の鰍

性チエ， 7 を jj ヲことと.試験手順 ，1干の令合判定

をわれわ i L'j':', ii 61flWI の担当者が原用に立ち反ーって

7 ロスチエソ 7することで.各陣モードの動作締

訟は出JJffiなくできたと考えている。刊能の}t~的

“事 fltli 1..，大ざっぱな L のは試験の i並行ととむに行

われ. リ 77 ンヨンホイールの ["I'li 時の，'"僚があ

る ~~I刑で変動すること(ホイールの』一，品動作の範

[nj て'あることが般認された)や.太 I;品1J向の計 n

自然のオーロラのなか!こ人工オーロラ生成に成功

チャレンジャーの'f' ~M( で.大l闘に i出れていた「中"

f ビームを問いた LI 米共[，il 卒'，li科ザa実験 SEPA

CJ の ~1 2[Ill実験は.n スペースラブ l ぢ実験

(1983年)でできなかった大出力的'di (ビーム紋

射実験とー II)屯 f ビームを変調しアンテナとし

て片 j ，、てfJ\;阿波電波を放射する実験をわい、各地

の reli l\l Jl.i でJ也卜に It 、摘する低周波'.l1 i症の検出を試

みることを同自 'J として。 3 )J2411 午後 10時 13分

写真 1

(01+1I)i!i[J)に j'j ち|げられたスペースンャ|ノレ

「アトランティス」に f拝岐さ t し r ATLAS-1J ミ

ン ンヨンのなかの三七裂な尖験[(iF!のーっとして行

わ il た。

ます. 3n2511，スペースラブ 1 り尖験で俳ら

れた1. 5 キロワ γ トを越える 4 キロワ y ト( 5 キロ

'， lU- ボルト 0.87 ンペア)の'i[チビーム肱射に成功

した。このなかでスペ ス y ト々ル j!I傍での電子

写真 2
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にある系統的な誤差があったこと(取るべき処 ji/.:

は明かになっている)等が判 U)jした。こiL句いく

つかの千111 されていなかった問題も発生したが司

令体としては大過なく. 2 月 27 日予定通リ試験を

終了した。 (n I ー)

*宇宙科学研究所「宇宙へ飛ひ'出せJ シリーズ

第 1 巻ビデオ完成

コロ/ブスがアメリプJ を発見してから 500年目に

あたる 1992ip を記念して， I叫際千'ri-i年(I SY) と

いう 大寺守ンペーンがill 界中で繰り広げられて

います。

これを記念して.このほどビデオ1r:山制作委l~

会を組織し.主に，小・中・高校生前lけの教11 を

:古殺したビデオシリーズ抗 l 巻として「宇宙をさ

ぐるーロケ y ト・人1".1:11 11'.- J というタイトルで

このはど完成しました。

内存としては.ロケ y トの暦史を似リ返りなが

ら， 'f'lii科?研究所内ミユーロケソトを Itl心とし

て.ロケソトのl阜県 . I荷造や成び方をわかリやす

く解説1 るというむの。また. ロケ y トや人 l 術

品。を使って科学す;-j圭がどのように宇宙の謎に挑戦

しているかといったことを似介しておリます。

そして，今後民I)Hされるであろうさまざまなヰ・

山科学の ;~1 附についても. lI~f量で411介しておりま

す。

第 2{&は r I辛なるJ.:. 1;~iJ ということで. nj 年

11 ち|げた 1午i JI~. r ょうこ-) J の画像をおリまぜて

平成 4 if- I立に製作の .i I 阿です。

さらに.ニのビデオの制刊にあたっては.文部

省内教科調作I~ や教有現場町先生 )jのな見む以映

されており .γ校の教材としての利用む II[能であ

るよヲに配慮されておリます。

なお.入 T"-Ji法など詳しいことは(財)'j:'!iil'Vi'
振興会 (0427(51 )3911 ・内総 2003) に問い合わせ

て干さし」 (114 析義昭)

一一スペースシャトル SEPAC リプライト実験速報一一

ビームの伝播の憾「と. I·;J 叫に )/I. IU された中刊ガ

えとの制 III 門用の械干の鮮明な幽 i象が.オービタ

ーに俗載されたテレビカメラによって搬し山され

(写真 1 '"ャトルから肱射された屯 f ビーム).

また，肉 11M で見るン令トノレのまわ I) の';jl (-ビーム

のショーに宇山飛行 l治市 li1! 脅する繰 f がI也|ーに fム

え句れた。

3)J26 日午後 3 時30分には. 日本 l 宅で. ;lU

ビームを変，剃しアンテナとして問、、てlJ~同法屯泌

を政射する尖験を ji-\ 各地の観測山で地上に 11 、

備する II~ 悶波屯法的検出を試みた。

さらに.故大 IH ))の 1正 f ビーム (6.25 キロ氾 f

ボルト. 1.2 アンペア: 7.5 キロワ~ Iｷ)の版射に

成功 L. さらにスペ スンベ 1- )しからキ'， 2α1 キロ

メートル自 II れた地上 100 キロメートル付近の大気

の fl~ 人的オーロラに品 t じって人」よオーロラが '1'.1 止

される ii i: ill な隊チが.同時に格椛された Aヒド I (大

公光観市 II)の I目i感度テレビカメラで tltH 撃された。

[表紙写真 (7 イルタあり) .写真 2 (フィルタな

し) 屯 f ビームによる y ャトル周辺町ガス的発

たと人『オーロラ 等市総てワドされたのが.シャ

トノレh'~辺町ガスの党〉じ:I"，仁の，/i、いスポントが人

工オーロラ)。

J.l UI 的実験装置は完成してから 13 年を経過し.

その nil 卜分な核 ·ftiil .~I)M.取り料、え・改良主どので

きないE寝袋て'経過し， 11 ち上げ，jijは l式験的行われ

る l主に故障が起こり.機能的創刊l、を余儀なくされ

てきたのであるが. ，'JrJUJの H 的を 3主成することが

できたのは幸いであった。

また. :¥:I'tlfl刊がi\'ュ備したフラズマ及び中性ガス

1t' l:.1-ti町は. .l E·li~' に判長iii L. '，!C雌肘 7 ラズ?との

!ll/fWJH を UJl ilil1 L. 版界 Nil 止に l刻する実験などを

行った。

:1)-J27 トI. 本|長 IJ:.~ での 1正 f ビーム アンテナ

いよる fl~ 川波 'd.1 iJ.! i政射尖験を 11 った。 m-I~f; 後 2 分

301 歩までは IE 常に行われたが.その H年山て-'(li. iJ f. l袋

泣から r~':jJF' 必;月!に過剰 7E 力が投入さ tしついに五

千ビーム党也実験は力)-:.{.きた.

なお.この実験のスペースラブ l り時代的主任

研究計(ド 1 )であった故大林名詐数以が.この実

験を目的にしてなくなられたのがfiOIよリし心残り

であった。( i")~.\ f<lj,;J)

F、
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回収型カプセル開発について

宇宙科学研究所安部隆士

現イI:EXPRιS S (ト XPeriental REusable

SpaceSystem) と称する凶似型カプセルの 01 j~~ 共同

開発が進行している。ニの al 闘は. 01 剣・ jUri) 開発

という意味では凶際 ~ltI< ;Wlnt であるとともに H 本

国内でもす :Hi 61f. ;W I主省 Hll での凶内共 IliJ 開発で L

ある。この al 凶i では· tIj'虫 jtli'J 設計による 1111 収 I~~!

カプセ Jレを独相 IJ の一点任て'裂造 l. "j': fi:j研の M-3S

11-8 号機により打ち上げることとなっている。 1J

ち l二げは 1994 年 I 月がイ'定されている。凶収 !?1 カフ

セルをIt l' 、た尖験は· 01 側可制~ IRIJ より提案されて

いる無品 1J 実験.および大公 I呼突入尖験である。

匝l収 YtT カプセルは. 51:1 ニドれ l立地球{氏軌道てー無旦

1J尖験を行った後.減速モータにより減if して大

気に再夫人 l. I 分i凶i虫した後パランユー i によ

リオース|ラリア，ウ メラ近郊の {1-'Yi~1地，~~:にお

いて回収される IHi国である。

カフセノレ全屯 ~lk は· 765kg て“全長;f:'，)2.2m・ II( (壬1. 4

m の j'h~nの円針I:: I~I! である。ニのうち実験機昔話可の

ベイロードは.165kg となっている。

凶似カプセ Jレでは· )也球大公に ~j 突入した際に

は.人一きな宅1JJi ll熱を交けることになり、それら

に対する熱防御ンステムを含めた対策が大きな I~·I

発安井:である。"j二Hi 6lf で計I ，Ili される ~3ltH菜作では.

いわゆる1'1 突入7 ロ プ.つまり~:.:.~1l大気に突入

し減i生して.件ヴー機~:-iなどを :3!~.i、出や:3!1~ 大気

に投入する飛行{本か~ j"lllii されているが.本計I!hill

そのような Iii突入ブロープを開発する時的式全れ

となる L のであリ 'j 而 61f (，カブセル設計に参Ilhi

するのみならずー設JI 幸J，栄を utt認する芯味でII~突

入 U.J て'の飛行I，%i !tl を In 測する実験を，汁l向I している。

この IlI lijj(カ 7 セル 1~t1向により修 i!十さlLる校術は.

Iii·'夫人ブロ ブは'かりで(.. <.大公を手IJ IIJ して帆

辺を 'ei~する技術.つまりエアロキセフチ令 t!d+r

に L 多大のf.'f ']をする L のである

h;:j止スベースフレー/' ~fJ に I~I述して.大気rI'

を I心，'jj~ て'11~ jj- l る技術の m·J~·とが作 lEI で I/，~んに 1 i わ

6

れているが，地上で飛行状態を校擬することには

凶雌をとらなうため.由収出カプセルは.このた

めのテストベ y ドとしても有効て'ある。上:X ドRι

SS でふ大~-\ IlJ)巨人時に大きな宅 }J 力 II熱を受ける

とい 7 環境を利用して.最新の耐熱材料実験がず

定されている。さ句に，大気持突入力フセルのまわ

りに 'I じる強い i島常誠に 11 フ高弘ガスの挙卸Jにつ

いては.いまどに未知的分野があり.そ札らの挙

動についての" I 測という観山からむ絶婦の機会を

与えている.この観山からの観測機~~は. 01 ('f:

Hi 耐f) j~~ て百 Ii固されている。

地球問 lulll.\' の無 ill j).E; Uil は.さまざまな無重力

実験に機会をあたえるが. EXPRESS においては，

日本のみが'土験を dl- ii1 n している。これは. iw ，Jl!'t行

が下~しているむので，制'."IIl}J )民坑化での触以fIリ

製主主!肢である。

この rH-llllj は. 1990 年 10 月に 4fi まり.いくつかの

マイルス l ーンを経過してきたが. 3n 初旬に 5

H.I{(SystemH.equirementReview) をこむし.

8JJ にT-，とされている PDR (ド reI iminal'yDesign

I{cvicw) に IllJ けて、作業を続けている。

(あべ・たかし)
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火星の大ダスト・ストーム

日本大学生産工学部森山

火 ryl を代表する大気 JJL象は大ダスト・ストーム

(大 (ij; I~i)であるロそHl Hfi半JoRの存から u とい

う特定の季節に，特定の場所を illんで発枕する。

問所的な砂嵐域がやがて拡大 L ，大t止のダストが

大気循 f;lに来って全lORに Jl、がリ.ついには切火旦

全 1(liがl享いダスト・27に組われるのである。1M史的

な大砂i~\に遭遇した 7 リナ -9 号 (1971年)は、

高さ 30kmのオリンハス山Tfiだけがダスト 27からうた

き出ているという.呉様な光景を山 lの当たりにし

た。

ニの全球的な現象がどっして起こるのか.その

与える影響は何処に及んでいるのか.そヲした疑

問が火星気象学の中心課題となっている。尖は切

火 111の大妙、胤は，特l'~な大気現象としての 1(li R さ

のみならず.地球気象とは本質的に令〈見なる気

象体系が，他に有:iE し得ることをホしているので

ある。火星で展附されているこのもう一つの気象

体系を，店、は「ダストの気象」と呼んでいる。

火星のをがピンク色であることから分かるよう

に句砂嵐時だけではなく.火星大公中にはザ』時か

なリの設のダストが浮遊している。ダストは太陽

光を吸収し大気を加熱するが，火星大気は 6.lmb

と非常に縫いのて・その加熱効ー泉は大きい。そのた

め火早大気は，熱源て'ある太陽町日周運動に激し

く帰すられる。この大きな太陽光吸収加熱による

大気の振動が，火仰の大 ~\i朝l汐である。南半球の

f.lには極地方の日射ill:が多< ，南北!i I"1 の iluU主主主

がほとんどなくなるため，南北以伎をに起闘した

地球 119の大気運動よりも，この大気潮汐こそがえ

トーム時の火星の!弘系を支配しているのである。

また， Wf lt~風やトルネードらしきものも蛾影さ

れているが，これらの局地凪なと'て'大気中のダス

ト量が培えるにつ It.グロ パルな潮汐風が非常

に強くなり，地形刻 J呆を受けた特定的場所でます

ますダストが吹き上がると考えられる。ヴァイキ

ングによるス l王振動観測などから，火!l lf丘紛l主干名

茂

の大脱校 I也 Jf~分布で変品1，j された大 ~i~jJi9 の爆発的

励起が.大ダスト・ストーム発現のイ f1J な!血肉の

ひとつではないかとも巧えられているのである。

さらに、 大砂臥に I:J→って、 』以1 冬の北帥鰍u域或 I'.:雫辛の

欠 J出品が l枇!此止大て"8ωO'C i,J

』比Lつ均か、つ fた、。そこは防が射さない極復域であるか

ら.大砂嵐が品輸送を議起したとしか考え句 IL"

い。しかも.この気弘上昇のために北極厄がi'iiけ

て 火~の大気設が数%もJi'lしたのである。 I脅し

た大気の一部はやがて反対半球へも巡ばれて，極

冠を~.~形成しただろう。こうして見ると，大ダス

ト・ストームは火星の大気況や， I~j北両甑冠の大

きさの調節1にも深〈関わっているらしい。それは

すなわち.火~の現抗ある気候そのものの調節に

l則与していることをも，\;;!~P，ょするだろ 7.

JJUI の火 ~l\ 大気ill は， I山l極川町消長と共に約30

%もの苧飾変動を繰り返しつつ.火 liI 気候が今あ

るよヲに，M!:冠の大きさによって決められている

ようである。だか句， b抵旭町大きさの調節にダス

ト ストームが深< [見jわっているのだとしたら.

現イl の火 J{気候にとって.大砂litは「ダストの気

象システムJ の中 lこ必然的に組み込まれてあるの

ではあるまいか。これを究めることは r ダストの

気象」を究めることにil!iじる。さらにそれは下層

のみな句ず上層大気に L 大きな彬怖を与えて 1寸

大なダストの一大気象ンステムが形成されている

のではないか。大きな湖汐励起と 1-.1習 II:!需. I判li9

破砕による占L流混合.ダストの ifi:Ilfil~ 合， 'I 、部 t.l~

界の λ; きな訴さぷリなと'隙 l心の及ぶところだろ 7.

宇宙研の PLANET- 日係布において.ダスト・

ストームのメカニズムに迫る情報を得ることは.

ダストが支配する功、ぃ惑星の気象的本質に迫る i1

重なものとなろう。翻ってそれはまた.地球とは

いかなる惑円'なのかを教えてくれることになる。

重要なデータとして期待されているのである。

(むりやま・しげる)
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-~事l~ 孟ー
NASA本部， JPL訪問記

秋葉銀二郎

「所長になると簡単には海外出張てeきないそ'叫

と西村日Ij所長に言hれ. しばらくは申っくりでき

るかと思っていたた先ではあったが， NASAとの

SFU 円覚書き交換に絡みこの|漂いずれ所長交替

挨拶にも11かねばなるまいから，NASA4:部とJ

PLを訪問してはとの西ITI対外協力室長のお勧めに

従い. ;UJに，且つ慌ただしく2 月 17nから足掛

け 6 日間の旅に出た。丁!且もともとこの時l弘前

所長にNASAへの退任技拶をお願いしていた折リ

でもあリ.西問先'Iーを1mえ都合3 名の訪問となっ

た。表敬の官.昧は別として.ここで，SFU党書き

に|羽わる問題とは何かをちょっと説明しておく必

要があろう。派生的な小さな問題は別として.故

大の刷足!1は主主持きに脅かれる加害賠償に係わる条

耳lにある。ここで.覚書き交換の当半者以外に.

一般には特定する司王ができない第三者が介杭する

のて'<j.>柄が厄介になるのである。NASAはニれま

でも多くの凶々と|耳際協力事業を進めてきたが，

それらの経験に加え.チャレンジャ号事般の教訓.

更にはスペースステ-;/ョン11-1画のifU品等の状況

を断まえ.ニのような第三者を合めた包f占的な出

'gllf'i償却1ボ仰の相互iN.来をンセトル，ELVそれに

スペースステーションが係わる回際協力の条件と

したのて'ある.

これに対し我が伺は基本的には行i芹賠償請ボ

怖を放棄しない玉工場を取っており.放棄できる相1

千 h は特定できねばならないとされている。SFU

に l刻しては.私一/;，).似木(I可解決の道は比州されぬ

まま.住|内で4:1'1ーに限りNASA側の要，I'を受け入

れるとし寸合意がなされ，と L かく次の段|滑に進

めることになった。今luI.秘的役割lの一つはその

IT;:協定許ーにめでたくサインする~であった。

けれども.これて'すべてよしとはいかない状況

が生じているのが.尖は今lui先hーに出1';1 <第ーの

理闘であった。それはNASAl則は今後すべての国

際協力的'見件にInJ様なIii古Imil条項を明記するH

}I との:なlujがもらされたからて二小規模な協力で

も尖行不能に陥る可能性が懸念さfL，今のうちに，

先方に采軟な対応を裂前する必裂が生じたのて“あ

った。とニろで.今luiの HJ~m~I'l!m を実行に移して

ntJ もなく. NASAのト Jレーリ一長'届の併任が伝え

られ.来たしてと・のf.l.iJ支の実費iJがあるか少々疑問

ではあったが.先方も会見のH時を連絡してきた

ので千定どおリの山発であった。t壬'直との会見時

!Hiは長くはなかったが，この問題の所在すらご存

じなかったので.凶HI教J受の安i1ri良い説明に上l を

似1けられれi当のスミス氏にも二三の質問をされた

給米.同氏が普処することを明日されたのは今後

の交渉における一筋の光明であったろう。トル

リー長官には「ょうこヲJ の縦った軟X線の太陽

幽像をパネルにして持参し進呈したが.謝辞と女

に NASA， lSAS協力的実縦を高〈副i曲された。

JPUij/HIの，i;j Ij. f定の航空 i山がキャンセノレされ.

やっと夜 i星〈仙 L止め:刊に訴事主ホテノレに無 .1ぽIJ ヲft.

一弘入れたところで凶l:lI教技からの電話て二大林

先せの計報に擁する。葬儀委以長の西国先生は子

定を繰リ上げて対固と言うことになった。 .fLはだ

いぶ迷った末.千定通リの日艇をこなす決心をし

た。翌日は.一行に. JPL~: 帯夜中町斎藤宏文助教

f去を加え、ストーン所長他と会見.就退任の t~j 主

とこれまて dの!hi， 1) への謝両手をのべた。ここまでは

問問先 'Ie {，同席、協定書など若千の問題について

旦II 解を求めた。

ltll 主はしめやかなうちに終わった旅であったが，

NASA との今後の関係改善に幾許かの意義があっ

たと思っている。(あき 1% ・リょうじろう)
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ヘ込":::!J~手宙 トワークの話 (5)

1.サービス

不ツ

コンビュータネットワーク

コンビュータネットワークのアプリケーション

コンビュ タネ y トワ クは. rlltl 機の|閉め通

信を行うためのネ" I ワ クであリ、計算機聞の

ファイ Jレ転送をh ったり，離れたところにある計

算機へログインしたり守電子メーノレを用いて情報

交換をしたりするのに用いることができる。また.

たくさんの引1"7機を相互に接続 L. 分散処遇!シス

テムを桃成するのに使用される。分散処遇!ンステ

ム技術の発達によ I) .たくさんの計鈎機を一体の

情報処忠システムのように見せかけることができ

るようになってきている。

このようなコンビュータネットワークの平IJlII は，

OSI参出モデノレの用泌を悶いるならば，物J!I!層か

句アプリケ ンヨン層までの機能を刷いて実現さ

れるアプリケーンヨンであるということができる。

コンピュータネットワークのサービスとは

コンビュータネ y トワ -7は司末端の計n機と

それを結ぶ通信ネ y トワ -7からなると弔えられ

る。アプリケーンヨンの笑現は.手、 y トワークの

末端につながる計算機の能力に負うとニろが大き

い。そこで，何がコンピュータネットワークのサ

ービスかと巧 λ る場合唱辿~¥;，通信平ソトワ-7

の古II分が11£供する機能に泊目する。

通信ネットワークの役割

OSI'参 11ft モデルにおいては，通信ネ y トワーク

の役';I;IJ を物J~!}百からネ y トワ

-71固まで関与するものと必

定しているがー現尖のコンビ

ュータネソトワ-7 ではさま

ざまである。物思 J('iとデ タ に3:/1li
リンク J習にしか|刻わらない場

イトから， I ランスポート JM>(~

アブリケ-/ヨン!百まで絡ん

でくる場介までさまざまであ

戸ブリヶー

ション暗

ブレゼンテ
ション橿

尚
一
日
当
局

る。
開理屈

通信ネ" I ワ クは町いく 工ンドシステム

つものネットワークを中継装

日立により flll"1接続したものになっていることがあ

る。通信ネ y 卜ワークが関与する層の範囲は，そ

の場合，中継装置がどの層で中継を行うかに依存

する。

基本的なデータ転送機能

通信ネットワークの基木的主デ タ転、送機能は，

ネ y トワークに依存する。 OSIやTep/[p などの

プロトコノレでは，パケ y トあるいは 7 レームと II千

ばれるデータのかたまリが.瞬時に転送されるこ

とが基本である。それに対して 7 ァイノレ単位めデ

ータのやリとりが恭木のネ y トワークもある。

その他の機能

コンビュータネ" I ワークでは.基本的主デ

タ如、送機能の他に， ';11:干メール.不一ムサービス

などのサービスが提供される。

~ll (メールの場合，ネ y トワ 7i*J に1[{メー

ノレ中継を行う計算機があり、通信ネットワ クが

IE子メーノレのレベル(アブリケーンヨン!国)で附

与しているのが持辿である。

ネームサーヒスは，ホスト名.アドレス.ユー

ザ名などのデ タベースのサービスであリ.ホス

ト名とアドレスのを倹のために計算機が向動的に

参 II付するよフになっていることもある。
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宇宙開発で四半世紀

小坂義裕

9年間の大ザ '!'.i f; を終える時がきた‘人:'''l の光

サーへの j直 Li計てがたいけれど， -IJ では外へiI\て

新しい自分を発見したいという気持ち L あって迷

っているところに r r 主|でも ';-:'1 村|品B~に参入する

ことになったそうだu という先生のJRがJ.Iに人っ

てきた。それにつられる械に J)L会十|の，II 究耐に人

ったのが， II刑判II 紀になろ?としている必の，j<'Jii

開発への第一歩となった

hけ'Jjにやらされたのは測佐装in'の開発で.この

川には町村氏也先生に随分と御世論になった 第

一段際の|別~b 通リ終わり.性能向|取の II j主

もついて、さあ第二段階へと志気込んでいる附へ.

突然次のfl:'I'iJ'持い込んできた。当時設立された

ばかリの'j':HiI制発事業 1·11 さんの In 算機セノターに

当制の大引訂 11機がJ;!i ili されることになり.つい

ては「今 H からハードのHH発はいいから. ソ 7 ト

庁I;隊と 絡に人I".l:'i，j I ，!の jU 湖;:;~;lIl1 J ソ 7 トを 1 :f15~ し

主さl，. ¥，t!というのて:'j) る。 ilill 削 l装 t;gH日発で 'I此jfiJl l

n を一、l かじっていたというだけで.あっきりん

"'I +i J典を J自句 it ることになってしまった。

先ずは・仇j1J: ;W引からといフことで唱天文ff の竹

内端)::先生と占 (HH 秀光'+のご折専を fill ('ことと

なった.この時に帥l先生か句教えて m，、たニとは

今でも '11<々の批大町財産のーっとなっている.そ

の他国内のいろんな研'先機関へも山掛けて教えを

d うたり、尖運用 '(Ii て'の凋 1i も必要といヲことで

NASAへも何度か Jt を j!liんだ。こうしていI とかか

んとか白，jljで.我が凶初の特~'jj!，:動法による軌辺

'1'.1.止フログラムの完成にニぎつけることができた。

!,Ljillfl'i)~ 柑tlj"iE をするために NASA の ~1 1I:村 iJ 止との

よヒ+土を行った。しかしある J![ Jfi))J r~ についてどうし

てむ納得のいかない微妙な ~t い述いが出てしまう。

比較の訓 IT~ はと"，時アポロ計， Ih/ て市上用されていたプ

ログラムである。 If，( I局不明のまま NASA に当 }j の

デ-7 ととむに IH] い合わせをした。ところがれ 'I と.

先 }J のプログラムのパグであることが f'JI 町したの

である N i\ S ，\1I則的 jll 当部長かあわててソフトを

修H二してその車山県をこち句に送リ;~してきた。こ

れにはびっくリさせられたが。 "~I 1' .1:日発を tt くと

いう'11<々の)，H， MI に I ~\J 違いは J! \'i かったと大いに

，'，いを 1果的る車内米にもなった。その f去のソ 7 トlJ }.J

発において~ "\i'.1 出発の路線は判 i持してきたつも

りだし，その f:8* 松川レベル町村山をイ ii るソ 7

トを JJt 01<してきたとの時 1 かな1'\負むある。実際 N

ASA へ.JI 41i に nIH トけた時にソースコードを M'I ・に

人 it て nって行っても L 山、よと ;j わ it たことがある a

そのlI .'i ~しそれを !!X 坊に受け入れていたら. j~: i山

研さんへのソフト展開むなかったニとであろヲ

それにつけても 111 今の ιi': 'J.;jJfさんの 1・Hi 科ゾー分

別での世界 (I') It 献ぷりは本当にすばらしい。島内

/Iiiで氏伎のパ必を叫に 1 る!主に.やはりこれも l与

がl の技術があったればこそと、1'\ JJ:fJ1~ の.ill'!J!1'1

を改めて必減させりれる。刊"f:j:?'[ II!.分 ~!f'L ミ 'I :./

ョンの I:':j l!X iヒ 阪lII :i じに f'l って.フロジェ 71 は

低々大 JTl 化し liH~~ の研究機 l見lでブロジェク|を

揃 J並していくことが困難になっている こ it から

は 1£1 際協力 fUll でのプロジェクト推進が不可欠と

なってくるどろう。 n前向技術による氏献臨しに

は l長|際 W，)) はイ l り仰な L 、。';:， 1， jJfさんのよリ ー府

の御健闘に 1911 ，\したい。

jlq 平世紀 j!!: (壬 iニ:術開発分聖 l に Ill! わってきていつ

むヨわれるのか川、いで 1-1 .1 0 J~ーがあって」とい

うけ集である。しかしンステムを拠{止する 11\1 1にと

っては.やり， I.': しのきかない一発勝J' tに神経をす

りへ句し itO: どニろではないといつのが本当のと

ζ ろて'ある。 って'も I Il Jj~ え i U ;1: "tt ，ておしまいで

ある。fPJといってし (1 軒i'l' l が加 なのて"ある。店、

は ri': 'IiiII} ，]発の f I:'I; での鉄I! 'I は，ーに lei ~!iYI 、 に

i出いやすさー三に向車内 J!I. • I向性能だと思っている。

この鉄日 'J を 1 リつつまた新しいψヘチャレンジし

ていけたらと思っている。

('b\"七辿.こさか よしひろ)
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